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イ Heterotropa megacalyx，ミチノクサイシン H. fauriei 
var. fauriei およびトウゴクサイシン Asarum tohokuense
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では時間や方法を対象に合わせなければならない．
「観察」はイベントで対応できても，「調査」は対応
できないことを，関係者が理解しておくことが重要
である．
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金井萌英（以上東北芸術工科大学学生），木村夢（山
形大学学生），緒勝祐太郎（福島大学大学院生），高橋
淳，高橋満，矢口末吉，大類貞夫，遠田旭有（以上鮭
川村），伊勢利希，鶴藤俊和（以上日本チョウ類保全
協会）の各氏にご協力をいただいた．特に櫻田馨子・
米田瑞生両氏は，２年間にわたって全体の５割近くに
相当する調査を担当された．調査にあたっての行政や
地元集落との様々な調整には，高橋淳，高橋満，矢口
末吉各氏および鮭川村自然保護委員会にご尽力をいた
だいた．斉藤茂氏（千葉県）からはギフチョウの確認
情報をご教示いただいた．以上の各氏に厚く御礼を申
し上げる．
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